
j宇
所

r原
、
三」
と
．
を
歩
ご
う

A
 

誹製垂早の羅屍藤‘“訟0)ひとこと 

九
月
十
六
日
、東
北
地
方
建
設
局
青
森
工
事
事
務
所
は
、
「
浪
岡
五
所川
原

道
路
（
津
軽
自
動
車
道
）
を
歩
こ
う
会
」
を
地
域
の
子
ど
も
達
を
招
い
て
開
催

し
、
高
規
格
道
路
の
整
備
状
況
な
ど
を
説
明
す
る
こ
と
で
、津
軽
自
動
車
道

の
五
所
川
原
へ
の
延
長
に
つ
いて
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
羽
野
木
沢
小
学
校
と
東
小
学
校
の
児
童
七
十
七
人
は
、
津
軽
自

動
車
道
浪
岡
ー
五
所
川
原
間
十
五

・七
加
の
う
ち
約
一
二
血
を
歩
き
工
事現
場
 

や
建
設
機
械
を
見
学
o
普
段
現
場
を
訪
れ
る
機
会
が
な
い
だ
け
に
血
（叶
冴
く
 

行

係
員
の
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
 

発
 

子
ど
も
達
は
、
「
こ
ん
な
に
手
間
がか
か
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
「
早く
車

で
走
っ
て
み
た
い
」
と
見
学
し
た
感
想
を
述
べ
、
一
一
〇
〇
二
年
度
予
定
（
浪岡

ー
 

五
所
川
原
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
間
）
の
供
用
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

津
軽
自

動
車

道
を
 

歩
さ

学
び

理
解

を
深
め
る
 

五所川原市役所／編集総務課 〒037-8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 公代)35-2111番
メールアドレス goshogawaraOl@net.pref.aomori.jp  

女26, 733(-11） 計50, 718（一14） 	世帯18,326(1 2) 8 月31日現在（）内は前回比、男23, 985 ( - 3) 

人口と世帯 

シンボルマーク 

No.960 

平成12年 

驚麟麟 



五所川原市役所 公35-2111 	平成12年10月1日 2 

ギ
象
久
鷹
（
勲m一
国
六
露
掲
鰐
み
鰯
鷺
 

津
軽
の
文
化
「
ほ
っか
ぶ
り
大
会
」
ノ
 

祝
・
岩
木
川
の
日
（9
/1
5）
開
催
 

九
月
十
五
日
、
「祝
・
岩
木
川
の
日
」
 

が
岩
木
川
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
多
く
の

親
子
連
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
大
正
十
年
九
月
十
五
日
に

国
直
轄
の
岩
木
川
改
修
起
工
式
が
行
わ

れ
た
の
に
ち
な
み
、
そ
れ
ま
で
毎
年
の

よ
う
に
洪
水
に
苦
し
ん
で
き
た
地
域
の

人
々
の
苦
労
と
喜
び
を
分
か
ち
合
お
う

と
行
わ
れ
、
岩
木
川
と
地
域
づ
く
り
を

考
え
る
会
五
所
川
原
支
部
が
主
催
し
今

年
で
二
年
目
に
な
り
ま
す
。
 

十
四
日
の
前
夜
祭
で
は
、
は
じ
め
て

の
試
み
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
 

が
行
わ
れ
参
加
者
は
満
月
の
月
を
見
な

が
ら

一
晩
、
河
川
敷
で
過
ご
し
楽
し
く
 
 

し
板
に
つ
い
た
姿
を
披
露
す
る
参
加
者

に
加
え
、
な
れ
な
い
手
つ
き
で
悪
戦
苦

闘
す
る
人
も
見
受
け
ら
れ
会
場
の
笑
い

を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。
 

少
年
犯
罪
や
 

い
じ
め
を
な
く
そ
う
 

五
所
川
原
地
区
少
年
防
犯
弁
論
大
会

、
 

九
月
十
三
日
、
第
四
十
八
回
五
所
川

原
地
区
少
年
防
犯
弁
論
大
会
が
五
所
川

原
第
二
中
学
校
で
開
催
さ
れ
各
校
の
代

表
一
弁
士
”
十
一
一
人が
少
年
犯
罪
や
い

じ
め
の
防
止
策
な
ど
人
の
命
の
尊
さ
を

体
験
談
を
交
え
な
が
ら
熱
弁
を
ふ
る
い

ま
し
た
。
 

一
位
に
な
っ
た
五
所
川
原
三
中
三
年

の
加
藤
美
由
紀
さ
ん
と
二
位
の
佐
々
木

菜
穂
さ
ん

（
五所
川
原
一
中
一
年
）
は
、
 

板
柳
中
学
校
で
開
か
れ
る
県
西
部
地
区

大
会
に
出
場
し
ま
す
。
 

語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。
 

十
五
日
は
、
出
店
や
フ
リ
ー
マ
 

ー
ケ
ツ
ト
が
軒
を
連
ね
る
な
か
、
 

ほ
っ
か
ぶ
り
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
、
二
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
の
十

二
人
が
舞
台
に
登
場
し
津
軽
文
化

の
象
徴
一
ほ
っ
か
ぶ
り
”
に
挑
戦
。
 

見
事
な
手
さ
ば
き
で
観
客
を
魅
了
 



 

善
意
の
花
か
こ
 

 

 

5
ど
つ
も
あ
り
が
と
う
「」
ざ
い
ま
し
た
5
 

 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
嶋
谷
税
務
会
計
事
務
所
（
嶋
谷
敏
税
理
士
）
H
二
十
一
万
円

（創
立
二
十
一
周
年

記
念
寄
贈
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
料
飲
店
組
合
（
畠
山
三
郎
理
事
長
）
H
三
R
四
千
四
百
八
十
六
円

（
第

士
一
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
益
金
）
。
 

〇
松
緑
神
道
大
和
山
（
平
内
町
大
字
外
童
子
滝
の
沢
一
二
）
H
三
十
万
円

（
第二
十

六
回
大
和
山
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
寄
付
金
）
。
 

〇
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
（
姥
落
字
桜
木
二
一
ー
三
）
H
三
十
五
万
八
千
四
百
1
1
1
 

十
円

（チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
募
金
）
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
東
北
ア
サ
ノ
運
輸
株
式
会
社
（
江
良
力
代
表
取
締
役
）
H
三
十
万
円

（
市立
三
好

中
学
校
図
書
購
入
費
）
。
 

〇
江
良
産
業
株
式
会
社
（
江
良
力
代
表
取
締
役
）
H
四
十
万
円

（
市
立五
所
川
原
第

三
中
学
校
及
び
三
好
中
学
校
の
図
書
購
入
費
）
。
 

江
良
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
昭
和
五
十
九
年
、
五
所
川
原
第
四
中
学
校
へ
の
相
撲

場
建
設
資
金
を
皮
切
り
に
、
毘
沙
門
小
学
校
、
五
一
中
、
五
一
一
中の
学
校
に
も
図

書
購
入
の
寄
付
を
し
、
今
回
で
総
額
八
百
四
十
万
円
に
な
り
ま
す
。
 

交
通

事
故
概
要
 

（平
成
1
2年
9
月
2
0日
現
在）
 

五
所
川
原
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

五
 
所
 
川
 
原
 
警
 
察
 
署
 

毎
月
ー
日
は
、
県
民
交
通
安
全
の
日
 

運転はゆったりハートにしっかりベルト 

交通安全は家庭から 

青森県内 
五所川原
警察署管内 

発
生
  

6, 298 
(+248) 

2
4
 

 
9
1
  

死
者
  

8

一
 

3
2
  

2 
(-4) 

傷
者
  

nべ
〕
 イ
け
 
 

4
‘
【hJ
 
 

乙
＋
 

9
6
  

315 
(-8) 

九
月
二
十
三
日
、
市
民
体
育
館
で
、
 

約
千
五
百
人
が
出
席
し
、
第
三
十
七
回

五
所
川
原
市
老
人
福
祉
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
成
田
市
長
が
「
一
日
一

日
す
ば
ら
し
い
、
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
長
寿
を

祝
福
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
九
十
五
歳

以
上
三
十
四
名
と
八
十
八
歳
に
達
し
た

八
十
七
名
の
長
寿
者
が
お
祝
い
さ
れ
、
 

一
人
ひ
と
り
に
市
長
か
ら
「
元
気
で
な

に
よ
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
 
と
、ね
ぎ

ら
い
e
言
葉
と
一
緒
に
顕
彰
状
、
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
も
市
で
一
番
の
長
寿
者
は
、
 

市
内
金
山
の
横
嶋
な
を
さ
ん
で
、
百
五

歳
で
す
。
長
生
き
の
ひ
け
つ
は
、
 

「く
よ
く
よ
せ
ず
何
で
も
食
べ
る
こ
と
」
、
 

も
っ
と
長
生
き
し
て
、
県
内
一
、
全
国

一
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
 

九
十
五
歳
以
上
の

長
寿
者
 

百
五
歳
 
横
嶋
な
を
（
金山
）
 

百

一
歳
 横
嶋
イ
セ
（
錦
町）
 

成
田
善
作
（小
曲
）
 

九
十
九
歳
 
姥
名
イ
ョ
（
中平
井
町
）
・
 

青
山
サ
ョ
（
新
町）
・
野
村
トシ
（
雛
田）
 

九
十
八
歳
 
一
戸
サ
キ
（広
田
）
 
 

九
十
七
歳
 
新
井
ト
ミ
（唐
笠
柳
）
・
斉

藤
キ
ツ
（蓮
沼
）
・
山口
定
五
郎
（
毘
沙

門
）
・
畑
山
く
に
（
藻川
）
・
笠
原
や
よ
 

（
松
島
町）

・
福
士
忠
次
（
高
野）
・
中
谷

賢
造
（
飯詰
）
・
青
山
オ
ス
ョ
（高
瀬
）
 

九
十
六
歳
 
加
藤
ヲ
ン
（藻
川
）
・
長尾

サ
ン
コ
（
松
野
木
）・
敦賀
キ
ワ
（蓮
沼
）
・

曾
津
き
わ
（
下平
井
町
）
・
渋
谷
サ
ワ
 

（
金山
）
・小
坂
」
よ
（広
田
）
・
林ふ
ぢ
 

（
鎌
谷
町）
・堀
内
り
つ
（
金山
）
 

九
十
五
歳
 
津
川
さ
よ
ニ
ッ
谷
）
・
山

内
シ
ケ
（
持
子
沢）
・
高
橋カ
ャ
ノ
（
金

山
）
・福
士
光
男
（高
野
）
・
三上
き
よ
 

（
湊）
・高
橋
き
急
（
金
山）
・
金谷
さ
よ
 

（
高
野
）
・
斎藤
み
つ
（
松
島
町）
・
斎藤

作
太
郎
（
旭
町）
・原
金
五
郎
（
東
町）
 

（敬
称
略
順
不
同
）
 

九
月
二
日
か
ら
始
ま
っ
た
大
相
撲
秋

場
所
土
俵
で
活
躍
し
た
モ
ン
ゴ
ル
出
身

の
朝
青
竜
関

（
若
松
部屋
）
の
化
粧
ま

わ
し
に
本
市
の
「
鬼
が
来
た
」
の
立
伎

武
多
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ほ
ぽ
一
日
お
き

に
全
国
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
わ
し
は
、
若
松
親
方
と
親
交
が
あ

る
毘
沙
門
の
江
良
力
さ
ん
が
鬼
の
よ
う

に
強
く
な
っ
て
欲
し
い
と
願
い
を
こ
め

贈
っ
た
も
の
で
、
若
松
親
方

一
行
は
今

年
の
夏
に
も
来
五
し
て
立
侵
武
多
の
運

行
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
 

江
良
さ
ん
は
、
 「今
回
の
ま
わ
し
だ

け
で
な
く
朝
青
竜
関
が
幕
内
に
上
が
っ

た
ら
今
年
の
「
軍
配
」
の
化
粧
ま
わ
し

も
贈
り
た
い
」
と
出
世
を
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。
 

お

め

で
と

う
ご
ざ

い
ま
す
 

第
三
十
七
回
五

所
川
原
市
老
人
福
祉
大
会
 

大
相
撲
秋
場
所
土
俵
で
 

「
鬼
が
来
た
」
全
国
へ
P
R
 
 
 

五所川原市役所 公35- 2111 3 平成12年10月 1日 



〈連載第25回〉 

65歳以上のみなさまへ 

介護保険料の徴収方法には特別徴収と普通徴収があります。 

特別徴収 老齢・退職を事由とする年金の受給額が年額18万円以上の方 

  

年額保険料を 6回に分けて、年金支払い月ごとに年金から天弓はいたします。ただし、平成12年度について 

は、徴収が10月から始まるため、10月が第 1回で、 3回に分けて天引きされます。 

平成13年度以降については、 4 月受け取り分の年金から毎回天引きされます。 

※老齢福祉年金、障害年金、遺族年金、恩給からは天引きされません。 

各年金支払い月

ごとの保険料 
ー 

平成12年度 4 月 6 月 8 月 10月 12月 2月 年 額 

第 1 段階 1,739 1, 700 1, 700 5, 139 
第 2段階 2,709 2, 500 2, 500 7, 709 
第 3段階 3,478 3,400 3,400 10,278 
第 4 段階 4,448 4,200 4,200 12,848 
第 5段階 5,217 5, 100 5, 100 15,417 

※所得段階区分や保険料については、 9月中旬に介護保険料特別徴収額決定通知書でお知らせしております。 

ト年度の途中で保険料の減免・徴収猶予が行われた場合 

ト年度の途中で市（町村）民税の更正により保険料の減額変更が生じた場合 

ト年度の途中で市（町村）民税の更正により保険料の増額変更が生じた場合は、 

特別徴収のほかに、保険料の増額分を普通徴収で徴収します。 

特別徴収の方でも、 

こんなときは 

普通徴収に変わります 

通徴収   特別徴収以外の方 

年額保険料を 6期に分けて、各納期限までに納入通知書で納めてください。ただし、平成12年度については、 

徴収が10月から始まるため、10月が第 1期で、 3期に分けて納めていただきます。平成12年度の納入通知書は 

10月 1日付けで送付いたします。 

平成13年度以降については、 7月から12月までの各納期限までに納めてください。 

※年度の途中で65歳になった方及び転入した方は、普通徴収になります。 

各納期鷲駅 
保険料警響 

（円） 

平成12年度 7月 8 月 9月 10月（第1期） 11月（第2期） 12月（第3期） 年 額 

第 1段階 1, 739 1, 700 1, 700 5, 139 
第 2段階 2,709 2,500 2, 500 7, 709 
第 3段階 3,478 3,400 3, 400 10,278 
第 4段階 4,448 4,200 4,200 12,848 
第 5段階 5,217 5, 100 5, 100 15,417 

連 帯 納 付 義 務 

介護保険料の納付義務者は第 1 号被保険者本人ですが、その 

属する世帯の世帯主及び本人の配偶者は、当該保険料を連帯し 

て納付する義務を負うことが法律で定められております。 

保険料滞納者に対する措置 

災害その他特別の事情がなく保険料を滞納した場合、次のよ

うな措置がとられます。 

〇介護サービスの利用料が一旦全額利用者の負担になります。 

O保険給付の一部又は全部が一時的に差し止められます。なお

滞納が続く場合には、差し止められた保険給付額から滞納分

を控除することがあります。 

⑨介護保険料未納期間に応じて利用者負担が 3割に引き上げら

れたり、高額介護サービス費の支給が受けられなくなります。 

減免・徴収猶予の申請 

災害その他特別の事情があり、保険料を納付できないときは、 

納期限前 7日までに介護保険課にご相談ください。 

納めはじめの時期にこ注意 

第 1号被保険者とレての保険料は、65歳到達月（誕生日の前

日の属する月）の分から納めることになります。 

例】11月 1日生まれの人→10月分から納めることになります。 

11月 2日生まれの人→11月分から納めることになります。 

※第 2号被保険者としての保険料は、65歳到達月の前月分まで

が各種医療保険から月割りで徴収されます。 

，介護保険課 内線273・271 
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若
年
者
雇
用
奨
励
金
交
付

申
請
手
続
き

の
こ
案
内
 

商
工
観
光
課
 
内
線
3
9
4
 

税
金
の
相
談
日
の
お
知
ら
せ
 

〈
お
気
軽
に
こ
利
用
を
〉
 

農
政
課
  

内
線
3
5
4
 

稲
刈
り
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
わ
ら
焼

き
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
わ
ら
焼
き
の
煙

は
交
通
の
障
害
に
な
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
住
民
の
健
康
に
大
き
な
害
と
な
り

ま
す
。
眼
が
痛
い
、
の
ど
が
痛
い
、
咳

が
止
ま
ら
な
い
等
の
健
康
障
害
が
、
子

ど
も
た
ち
ゃ
老
人
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

農
家
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
や
老
人
の

健
康
を
守
り
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
、
秋

晴
れ
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
守
る
た
め
、
 

稲
わ
ら
は
焼
か
な
い
で
有
効
に
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
 

税
務
課
 

内
線
4
2
ー
 

財
産
を
相
続
し
た
り
贈
与
を
受
け
た

場
合
、
土
地
な
ど
を
売
っ
た
場
合
の
税

金
な
ど
、
税
金
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ

と
悩
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
匿
名

で
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

予
約
は
要
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
1
1日
困
 
1
0時

、
1
5時
 

市
役
所
1
階

市
民
相
談
室

仙
台
国
 

税
局
税
務
相
談
室
青
森
分
室
相
談
官
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稲
わ
ら
は
焼
か
な
い
で
 

有
効
に
活
用
し
ま
し
よ
ーつ
 

合
同

相
談
所
開
設
の
お

知
ら
せ
 

市
民
課
  

内
線
2
2
0
 

五
所
川
原
市
街
ぐ
る
み
人
権
啓
発
活

動
事
業
推
進
協
議
会
で
は
、
今
年
度
2
 

回
目
の
合
同
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま

す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
 

法
律
相
談
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
人
権
相
談
 
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
、
 

差
別
等
人
権
擁
護
に
関
す
る
こ
と

◇
行
政
相
談
 
行
政
に
対
す
る
意
見
、
 

要
望
に
関
す
る
こ
と
 

◇
法
律
相
談
 
賃
貸
借
、
相
続
、
離
婚

等
に
関
す
る
こ
と
 

●

1
0月
2
1日
田
 
1
0時
3
0分

、
1
5時
 

エ
ル
ム
の
街
s
c
2
階
 

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ

ー
 

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
 

図
書
館
 
合
（3
4)
4
3
3
4
 

ざ
フ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
五
所
川

原
お
は
な
し
“
ぽ
ぽ
ん
た
一
」
によ
る
お

は
な
し
会
で
す
。
 

親
子
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
2
1日
田
 
1
4時
3
0分
、
1
5時
3
0
 

分
 
図
書
館
2
階
 

◇
テ
ー
マ
 
「
秋
」
 

国
民
健
康
保
険

証
は

届
き
ま
し
た
か
？
 

国
保
年
金
課
 内
線
2
1
4
・
2
1
5
 

平
成
1
2年
1
0月
1
日
交
付
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
は
郵
送
に
よ
り
更

新
い
た
し
ま
し
た
が
、
お
受
け
取
り
に

な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
 

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
ら
つ
し
ゃ
ら
な

い
世
帯
の
方
は
、
郵
便
局
で
置
い
て
い

っ
て
い
る
 
「郵
便
物
の
お
預
か
り
の
お

知
ら
せ
」
の
指
示
に
よ
り
、
自
分
に
適

し
た
方
法
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
郵
便
局
に
は
平
成
1
2年
1
0月
 

5
日
ま
で
保
管
し
ま
す
が
、
保
管
期
限

を
過
ぎ
た
保
険
証
は
す
べ
て
国
保
年
金

課
へ
返
っ
て
き
ま
す
。
 

平
成
1
2年
1
0月
6
日
か
ら
の
更
新
は
、
 

古
い
保
険
証

（
古
い保
険
証
を
紛
失
し

た
方
は
印
鑑
）
を
持
参
し
て
、
市
役
所

国
保
年
金
課
⑦
番
窓
口
で
お
願
い
し
ま

す
。
 

市
民
民
謡
教
室
の
お
知
ら
せ
 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
 

内
線
5
5
5
 

《
創
作
民
謡
を
う
た
お
う
 

初
心
者
大
歓
迎
》
 

◇
講
師
 
長
尾
武
一
さ
ん
 

（市
伝
統
文
化
功
労
賞
受
賞
者
）
 

◇
対
象
者
 
ど
な
た
で
も
 

（
受講
料
無
料
）
 

◇
会
場
 
中
央
公
民
館
 

●

1
0月
1
0日
因
 
2
4日
因
 

1
1月
1
4日
因
・
2
8日
因
 

1
2月
1
2日
因
 

1
0時
、
1
1時
3
0分
 

平
成
1
2年
4
月
1
日
か
ら
9
月
末
日

ま
で
に
2
5歳
未
満
の
若
年
者
を
新
規
に

雇
い
入
れ
、
1
年
以
上
継
続
し
て
雇
用

し
、
事
業
所
の
労
働
者
が
増
え
て
い
る

な
ど
、
 一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
場

合
、
雇
用
と
な
っ
た
若
年
者
1
人
に
つ

き
2
0万
円
を
市
か
ら
事
業
所
に
交
付
し

ま
す
。
 

ま
た
、
常
用
労
働
者
の
う
ち
6
0歳
以

上
で
定
年
退
職
し
た
者
及
び
6
0歳
以
上

で
自
己
都
合
に
よ
り
離
職
し
た
者
の
補

充
の
た
め
に
雇
用
し
た
場
合
、
事
業
所

の
常
用
労
働
者
の
数
を
維
持
し
て
い
る
 
 

こ
と
な
ど
を
条
件
に
、
若
年
者
1
人
に

つ
き
1
0万
円
を
交
付
し
ま
す
。
 

◇
申
請
期
間
 
1
0月
2
日
の
、
3
1日
因
 

9
時

、
1
6時
 
土
・
日・
祝
日
を
除く

◇
申
請
書
類
 
雇
用
奨
励
金
交
付
申
請

書
1
部
（
商工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
）
 

出
稼
ぎ
と
国
民
年
金
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
2
・
2
1
3
 

国
民
年
金
に
は
、
農
業
・
自
宮
業
・
学

生
な
ど
の
第
1
号
被
保
険
者
、
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

第
2
号
被
保
険
者
、
第
2
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
第
3
号

被
保
険
者
の
3
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
0
 

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
の
方

が
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加
入
す
る

と
、
第
2
号
被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す

の
で
、
変
更
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
時
、
配
偶
者
が
扶
養
さ
れ
る

と
、
第
3
号
被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す

の
で
、
種
別
変
更
の
届
出
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
 

ま
た
、
出
稼
ぎ
先
か
ら
戻
っ
て
き
た

と
き
は
、
第
2
号
被
保
険
者
か
ら
第
1
 

号
被
保
険
者
、
配
偶
者
の
方
も
第
1
号

被
保
険
者
と
な
り
変
更
の
届
出
が
必
ず

必
要
で
す
の
で
、
国
民
年
金
係
ま
で
忘

れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

将
来
の
大
切
な
年
金
を
確
保
す
る
た

め
に
、
届
出
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
 



第
3
位
 
五
所
川
原
小
学
区
 

第
3
位
 
飯
詰
小
学
区
 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
 
中
央
小
学
区
 

こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保

健
予
防

課

公
 

（
3
4)
2
1
0
8
 

F
A
X
(
3
4)
7
5
1
6
 

平
成
1
3年
度
生
募
集
 

青
森
県
立
青
森
高
等
技
術
専
門
校

公
0
1
7
(
73
8
)
5
7
2
7
 

青
森
県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校

公
0
1
7
2
(
3
2)
6
8
0
5
 

〇
青

森

校
 

◇
募
集
科
名
・
定
員
 

図
書

館
か

ら

あ
れ
 
こ
 
れ
 

山
本

和
夫
さ
ん

へ
 

新
聞
に
悲
し
い
お
知
ら
せ
が
載
っ
て
か
ら
2
0日
程
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
実
業
之
日

本
社
の
編
集
長
だ
った
こ
ろ
か
ら
、図
書
館
に本
を
送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
ね
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
「
路
傍の
主
婦
」
が私
の
お
気
に
入
り
で
した
。
 

あ
の
作
者
は
ど
うな
っ
た
の
か
一
度
お
聞
き
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
。
 

太
宰
治
の
足
跡
を訪
ね
る
紀
行
文
が
未
完
の
ま
ま
終
わ
った
の
も
と
て
も
残
念
で
した
。
 

き
っ
と
今
ま
で
に
な
い
明
る
い
太
宰
が
描
か
れ
た
の
で
はな
い
で
し
ょ
う
か
。
 

今
「
失
わ
れ
た
五
所
川
原
」
を
読
み
返
して
立
倭
武
多
をぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
日
本
一
だ
った
五
所
川
原
ね
ぷ
た
は
電
気
に
負
け
て
小
さ
く
な
っ
た
と

い
つ
山
本説
の
と
おり
電
線
を
埋
め
込
んで
ち
ゃ
ん
と
復
興
した
の
で
す
。今
や
青
森
ね

ぶ
た
や
弘
前
ね
ぷた
よ
り
目
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
6
月
に
で
た
鎌
田
慧
さ
ん
の
 

「津
軽
‘
斜
陽の
家
」
で
は
「大
火
」
と
い
う
章
で
「
失
わ
れた
五
所
川
原
」
の
布
嘉
邸
炎

上
が
引
用
さ
れ
て
い
ます
。
歴
史
の
証
人と
し
て
書
き
残
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。
 

山
本
さ
ん
の
天
国
に
は焼
け
る
前
の
五所
川
原
町
が
あ
って
、
山
本
少
年
は
そ
こ
に
帰

っ
て
い
っ
た
の
か
も
しれ
ま
せ
ん
ね
。
 

※
山
本和
夫
さ
ん
は
8
月
9
日
死
去
 

h0
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第
3
1回

学
区
対
抗
 

マ
マ
さ
ん
体
育
大
会
 

の
入
賞
者
を
お

知
ら
せ
し

ま
す
 

日
頃
、
運
動
不
足
が
ち
な
婦
人
の
健
 

康
・
体
力
の
維
持

・
増
進
を
図
り
な
が
 

ら
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
よ
り
 

一
層
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
参
加
者
 

の
親
睦
を
図
る
た
め
、
9
月
1
0日
回
五
 

所
川
原
市
民
体
育
館
で
、
第
3
1回
学
区
 

対
抗
マ
マ
さ
ん
体
育
大
会
が
行
な
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑨
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
競
技
 

第
1
位
 
中
央
小
学
区
 

第
2
位
 
松
島
小
学
区
 

第
3
位
 
五
所
川
原
小
学
区
 

第
3
位
 
栄
小
学
区
 

最
優
秀
選
手
賞
 
中
央
小
学
区
 

葛
西
真
里
子
選
手
 

優
秀
選
手
賞
 
松
島
小
学
区
 

寺
田
す
も
子
選
手
 

⑨
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
競
技
 

第
1
位
 
松
島
小
学
区
 

第
2
位
 
五
所
川
原
小
学
区
 

第
3
位
 
中
央
小
B
学
区
 

第
3
位
 
中
央
小
A
学
区
 

最
優
秀
選
手
賞
 
松
島
小
学
区
 

渋
谷
祐
子
選
手
 

優
秀
選
手
賞
 
五
所
川
原
小
学
区
 

和
田
奈
穂
子
選
手
 

＠
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
 
 

第
1
位
 
中
央
小
A
学
区
 

第
2
位
 
栄
小
学
区
 

第
3
位
 
南
小
学
区
 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
 

南
小
学
区
 
三
浦
栄
子
選
手
 

中
央
小
A
学
区
 
三
由
恵
子
選
手
 

中
央
小
c
学
区
 
葛
西
輝
子
選
手
 

中
央
小
c
学
区
 
高
橋
久
美
子
選
手
 

栄
小
学
区
 
石
田
英
子
選
手
 

松
島
小
B
学
区
 
葛
西
恵
美
子
選
手
 

松
島
小
B
学
区
 
渋
谷
る
り
子
選
手
 

飯
詰
小
学
区
 
」
蒲
礼
美
子
選
手
 

＠
綱
引
き
競
技
 

第
1
位
 
栄
小
学
区
 

第
2
位
 
中
央
小
学
区
 

◇
応
募
資
格
 
平
成
1
3年
3
月
、
高
等
 

学
校
卒
業
見
込
の
方
 

⑥
弘
前

校
 

◇
募
集
科
名
・
定
員
 

◇
対
象
者
 
高
等
学
校
卒
業
者
及
び
こ

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
方
 

●

願
書
受
付
期
間
 

m
月
1
0日
因
、
1
1月
6
日
の
 

●

選
考
日
 
1
1月
1
5日
困
 

新
体
カ
テ
ス
ト
の
開
催
 

教
育
委

員
会
ス
ポ

ー
ツ
健
康
課
 

内
線

5
6
1
 

体
育
の
日
に
市
民
の
皆
様
の
体
力
・

運
動
能
力
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
新

体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

●

1
0月
9
日
岡
 
9
時

、
1
5時
 

五
所
川
原
市
民
体
育
館
 

◇
新
体
力
テ
ス
ト
 

●

対
象
 
2
0、
6
4歳
の
男
女
 

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前

屈
、
反
復
横
と
び
、
急
歩
（
男
子
 

1
5
0
o
m

、
女
子
1
0
0
o
m）
、
 

立
ち
幅
と
び
 

●

対
象
 
6
5、
7
9歳
の
男
女
 

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前

屈
、
開
眼
片
足
立
ち
、
1
0m
障
害
物

歩
行
、
6
分
間
歩
行
 

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。
 

今
月
の
行
政
相
談
日
 

市
民
課
 

内
線
2
0
2
 

⑥
1
0月
1
2日
困
 
1
0時
、
1
2時
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

担
当
相
談
員
 
阿
部
 
昭
雄
さ
ん
 

⑨
1
0月
2
6日
困
 
1
3時
、
1
5時
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

担
当
相
談
員
 
漬
田
 
健
司
さ
ん
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
次
の
日
程
に
 

よ
り
「
精
神
保
健
福
祉
相
談
」
 
「老
人
 

精
神
保
健
福
祉
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

1
0月
2
7日
国
 
1
3時

、
1
4時
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

1
0月
1
0日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

工
学
科
 
建

設
シ
ス
テ
ム
 

サイ 電
気
エ
学
科
 

電
子
機
器
科
 

科
 

名
  

1 ン 
ビテ
ス lJ 
不斗フ’ 

20 20 20 20 定
員
  

2
年
  

1
年
  

1
年
  

1
年
 

期
間
 

サイ 
1 ン
ビテ
ス lJ 
禾斗フ’ 

工
学
科
 
建

築
シ
ス
テ
ム
 

工
学
科
 
自

動
車
シ
ス
テ
ム
 

科
 

名
  

20 20 20 定
員
  

1
年
  

2
年
  

2
年
 

期
間
 

、
 

、
 



稲
わ
ら
ふ
り
ー
で
ん
 

フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ツ
ト
開
催
 

農
政
課
 

内
線
3
5
4
 

J
 

月の催し物案内ふるさと交流圏民セン夕一 TEL33 -2 111 オルテンシア10 
口
］
 
 

曜日 催 	 物 開演 入場料 口
H
 

 
曜日 催 	 物 開演 入場料 

大
 
ホ
 
ー
 

ル
 

又
〕
 
 

日
  

ハードジプシー CD発売記念ライブ 13:30 前 売 
990円 

小
 

ホ
 

ー
 

ル
  

11 水
  

法人会の法律セミナー 13:30 関係者 

12 木
  

木造高等学校音楽鑑賞教室 13:30 関係者 14 土
  

富士幼稚園創立20周年記念式典・音楽会 13:00 関係者 

14 土
  

五所川原少年少女合唱団第 7 回定期演奏会 18:30 無 料 15 日
  

●本舞踊綾扇会発表会 12:30 無 料 

21 土
  

一中祭と合唱部・吹奏楽部定期演奏会 13:30 無 料 17 火
  

平成12年度安全運転管理者等講習 10:00 関係者 

22 日
  

十三湊遺跡発掘調査10周年記念フオーラム 10:00 無 料 18 水
  

社会保険実務研修会 13:00 関係者 

24 火
  

五所川原第一高等学校『芸術鑑賞』 13:30 関係者 19 木
  

西北五民俗芸術フエア 13:00 無 料 

27 金
  

文化講演会 	講師 江森陽弘 18:30 無 料 
21 土

  

劇団雪の会 創立45周年記念公演 
『燃えよ汝がフエニックス』 

18:30 

前 売 
2,800円 
当 	日 
3,000円 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 

イ
什
 

水
  

教科等指導研修協議会 14:00 関係者 

(
h
v
 

 
金
  

平成12年度 
青森県子育てメイトブロック研修会 

13:00 関係者 22 日
  

塚本悦子＆原田初美ピアノ発表会 10:00 無 料 

7
  

土
  

五所川原市アンサンブルコンテスト 15:00 無 料 29 ［日
 

ピアノ発表会（石田ピアノ教室） 13:30 無 料 

8
  

日
  

第 4 回五十嵐由香ピアノ教室発表会 13:00 無 料 31 火
  

雇用保険業務取扱等説明会 
①iO:OO 
②13:30 関係者 

五所川原市役所 公35-2111 7 平成12年10月 1日 

五
所
川
原
市
医
療
技
術

職
員
採
用
試
験
 

西
北
中
央
病
院
 

公
（
3
5)
3
1
1
1
 内
線

2
7
9
 

◇
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
 

①
臨
床
検
査
技
師
 
1
名
 

②
看
護
婦
（
士
）
 

5
名
 

◇
受
験
資
格
 
昭
和
4
6年
4
月
2
日
以
 

降
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
 

当
す
る
者
と
す
る
。
 

①
臨
床
検
査
技
師
又
は
看
護
婦
（
士）
 

免
許
を
有
す
る
者
 

②
平
成
1
3年
6
月
末
ま
で
臨
床
検
査
 

技
師
又
は
看
護
婦
（
士
）
免
許
取
得
 

見
込
み
の
者
 

●

1
1月
8
日
困
 
1
0時
3
0分
 

西
北
中
央
病
院
2
階
 
大
会
議
室
 

◇
試
験
の
方
法
 
作
文
、
面
接
及
び
書

類
審
査
 

◇
受
験
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

受
験
申
し
込
み
の
「
提
出
書
類
」
「受

付
期
間
」
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
西

北
中
央
病
院
管
理
課
庶
務
係
（
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

講
習
会

の
お
知
ら
せ
 

消
防

本
部
 
廿
（
3
5)
2
0
1
9
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
伴
う
事
前
講
習
 

●

1
0月
2
4日
因
 
9
時

、
1
7時
 

（物
理
化
学
）
 

1
0月
2
5日
困
 
9
時
、
1
7時
 

（消
防
法
令
）
 

中
央
公
民
館
 

◇
受
付
 
当
日
会
場
に
て
8
時
3
0分
か
 

ら
行
い
ま
す
。
 

◇
間
い
合
わ
せ
 

木
村
石
油
 
廿
3
4
1
3
1
6
5
 

平
成

1
3年
度

訓
練
生
募

集
案
内
 

青
森
県

立
障

害
者
職
業

訓
練

校
 

公
0
1
7
2
(
3
6)
6
8
8
2
 

◇
募
集
定
員
 
各
1
0人
 

事
務
科
 
電
子
機
器
科
 
製
版
科
 

※
男
女
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

◇
募
集
期
間
 

1
0月
1
0日
因
、
1
1月
6
日
の
 

◇
訓
練
期
間
 

平
成
1
3年
4
月
、
平
成
1
4年
3
月
 

◇
選
考
日
 
平
成
1
2年
1
1月
1
5日
困
 

本
校
に
お
い
て
筆
記
試
験
及
び
面
接
 

を
行
い
ま
す
。
 

へ
 市

誘
致
企
業

協
伸
工
業
 

株
式
会
社
社
員
募

集
 

五
所
川
原
工
場
 費
3
4)
90
6
o
小
山
田
 

◇
職
種
 
金
型
関
連
 
3
名
 

（
経験
者
優
遇
）
 

◇
年
齢
 
不
問
 
高
卒
以
上
 

◇
待
遇
 
賞
与
 
年
2
回

7
月
・
1
2月
 

昇
給
 
年
1
回

4
月
 

給
与
 
1
6
0
、
0
0
0
 

、
2
2
0
、
0
0
0
円
 

家
庭
で
野
菜
や
花
を
栽
培
す
る
方
々

に
堆
肥
の
原
料
や
敷
き
わ
ら
と
し
て
稲

わ
ら
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
稲

わ
ら
ふ
り
ー
で
ん
、
稲
わ
ら
フ
リ
ー
マ
 

ー
ケ
ツ
ト
を
開
催
し
ま
す
。
 

《
稲
わ
ら
ふ
り
ー
で
ん
》
 

●

1
0月
2
日
囲

、
1
0日
因
 

9
時

、
1
6時
 

《
稲
わ
ら
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
》
 

●

1
0月
1
0日
因
、
1
3日
岡
 

9
時

、
1
6時
 

五
所
川
原
市
大
字
金
山
地
内
 

※
稲
わ
ら
ふ
り
ー
で
ん
は
、
ほ
場
の
稲

わ
ら
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。
稲
わ

ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
1
ロ

ー
 

ル

（2
0稔
）
を
3
0
0
円
で
販
売
し

ま
す
。
 

1 
米マイロード 至金木 



◇
運
動
期
間
 

1
0月
1
1日
困
、
1
0月
2
0日
固
 

◇
重
点
推
進
事
項
 

L
 
女
性
と
子
供
に
対
す
る
防
犯
対
 

策
の
推
進
 

乙
 
盗
難
の
防
止
 

a
 
け
ん
銃
の
根
絶
と
暴
力
の
追
放
 

4
 
少
年
非
行
の
防
止
 
有
害
環
境
 

の
浄
化
 

◇
少
年
に
関
し
て
の
悩
み
や
相
談
は
 

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
へ
 

公
一
姫
7
6
7
6
 

（
五
所川
原
警
察
署
）
 

秋
の
全
国
地
域
安
全
運
動
実
施
 

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

災
害
発
生
時
に
は
、
1
1
9
番

（
緊

急
ダ
イ
ヤ
ル
）
に
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

し
て
お
り
緊
急
時
の
通
報
が
受
信
さ
れ

な
い
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
 

緊
急
時
以
外
は
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
 

⑥
1
1
9番
は
火
事
、
救
助
、
救
急
の

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。
 

＠
火
災
の
情
報
を
知
り
た
い
方
は
、
3
4
 

1
2
3
2
3番
（
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く

だ
さ
い
。
 

⑨
病
院
紹
介
は
3
41
4
9
9
9番
で
紹

介
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
消
防
署
 
か
 霧
）
2
0
1
9
 

平成12年度 第2回粗 ブクー三一-'F 	叫P,1、知ら 

詳しくは 環境対策課 内線231・233まで 

地 	域 	・ 	町 	名（町内会名） 収集日程 

中川地区 	三好地区 10月30日回 

毘沙門・長富地区 	飯詰地区 10月31日因 

若葉第一・若葉第二・ニュータウン新宮・若葉苑・西若葉・若葉市営住宅・

若葉県営住宅・芭蕉・蘇鉄・新宮・新宮町・中平井町・下平井町・平井町・

幾世森・雛田・敷島町・東雲町・十川町・さっき町 

11月 2 日困 

松島地区（唐笠柳・石岡・水野尾・漆川・太刀打・一野坪・・石畑・前落・中村・ 

馬性・野崎・金山・田中・悪戸・宮田・川代田・米田・二本柳・ 

桃崎・吹畑・尻無） 

11月 6日同 

寺町・岩木町・錦町・幾島町・柏原町・大町・本町・川端町・上平井町・末広

町・旭町・新町・第一柳町・第二柳町・元町・栄町・田町・千鳥町・湊団地・

八重菊・成田町・蓮沼・平和町・日の出町・不魚住・下り枝・はるにれ団地 

11月 7日因 

栄地区（湊・姥落・猫測・三ッ谷・稲実・稲実団地・米崎・柳沼・広田・ 

藤浦団地・光が丘ニュータウン・みなみ広田・広平・七ッ館・

雇用促進住宅・虫流・ひがし光ケ丘・菖蒲） 

11月 9日困 

梅沢地区 	七和地区 11月13日囲 

青葉町・一ッ谷・一ッ谷団地 

松島町1丁目～ 8丁目・布屋町・弥生町・鳥森・東町・鎌谷町・田園町・ 
11月14日因 

長橋地区 11月16日困 

小曲地区 	みどり町1丁目～ 8 丁目 11月20日同 

⑥窓口申込締切日（全地区） 10月26日困まで。 

⑨申込は町内会長または班長へ。 

⑥―世帯につき、 3品目までとする。 

、 ⑥名札を必すつけ、朝8時までに出してください。 

⑥収集対象品目（木製を除く） 

例）洗濯機・冷蔵庫・テレビ・ミシンなどの一般家電製品、イス・テーブル、自転車、スノーダンプ、バッテ

リー、ストーブ・小型タンク（電池・油は除いてください）、スキー、物干し竿（折りたたむこと。台を除く） 

家庭用ボイラー、ガステーブル等 

⑥収集できない品目 

例）タンス、カーペット、ふとん、ソフアー、マットレス、バイク、農機具及び農業用資材、タイヤ、 ドラム 

缶、ホームタンク（室外用の大型のもの）、ポリタンク、浴槽等 

五所川原市役所 公35-2111 	平成12年10月 1日 8 



き
の
こ
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
 

《同
時
開
催
》
きの
こ
写
真
展
 

五
所
川
原
山
酔

会
事
務
局
 

容
（
3
5)
21
1
1
内
線

4
0
5
 

3
歳
に
な
っ
た
ら
幼
稚
園
へ
 

五
所
川
原
私
立
幼
稚
園
協
会
 

私
立
幼
稚
園
に
入
園
す
る
3
・
4

・
 

5
歳
児
の
保
護
者
に
は
、
幼
稚
園
就
園
 

奨
励
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
 

申
請

・
交
付
は
幼
稚
園
を
と
お
し
て
 

手
続
き
で
き
ま
す
。
 

◇
願
書
配
付
 
1
0月
1
6日
の
か
ら
 

◇
願
書
受
付
 
1
1月
1
日
困
か
ら
 

※
詳
し
く
は
各
幼
稚
園
へ
 

●

五
所
川
原
幼
稚
園
 

（唐
笠柳
廿
3
51
51
5
0
)
 

●

富
士
幼
稚
園

（
み
どり
町
か平
7
97
4
)
 

●

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
（
元
町合
平
5
0
80
)
 

●

聖
心
幼
稚
園
 
（
末
広
町
“
3
41
2
2
2
2
)
 

五
所
川
原
民
謡
ニ
ュ
ー
盛
会
 

公
（
3
5)
3
3
7
1
 

長
尾
 

民
謡
教
室
で
は
前
回
に
引
き
続
い
て

左
記
の
と
お
り
津
軽
民
謡
他
、
数
々
の

民
謡
を
手
作
り
の
譜
面
と
三
味
線
弾
き

語
り
に
て
合
唱
と
一
人
一
人
に声
の
発

声
法
、
民
謡
独
特
の
指
導
で
教
え
て
お

り
ま
す
。
 

◇
練
習
日
 
火
曜
日
 

1
0月
1
0・
2
4日
 
1
1月
1
4・
2
8日
 

1
2月
1
2日
 

1
4時

、
1
5時
3
0分

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
 

◇
指
導
者
 
長
尾
武
一
さ
ん
 

夜
の
水
族

館
見
学

会
 

浅
虫
水
族
館
総

務
課

佐
藤
・神
尾

公
0
1
7

（
脱
）3
3
7

7
 

●

1
0月
7
日
田
・
1
4日
田
 

2
1日
田
・
2
8日
田
 

◇
受
付
時
間
 
9
時

、
1
7時
3
0分
 

◇
見
学
時
間
 
1
7時
3
0分

、
1
9時
 

◇
内
容
 
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
 

閉
館
後
の
水
族
館
の
様
子
を
、
飼
育
 

担
当
者
が
説
明
し
な
が
ら
ご
案
内
し
 

ま
す
。
照
明
が
消
え
た
水
槽
で
は
、
 

昼
間
と
違
う
海
獣
や
魚
た
ち
の
姿
を
 

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

◇
参
加
料
 

シ
ョ
ー
終
了
後
の
特
別
入
館
料
 

●

一
般
・高
校
生
 
7
0
0
円
 

●

小
・
中
学
生
 

3
5
0
円
 

※
1
5時
4
5分
前
に
入
館
し
た
場
合
は
通
 

常
料
金
に
な
り
ま
す
。
 

飯
詰
秋
ま
つ
り
2
O
〇
O
に
 

中
村
障

山
書
道
展
 

飯
詰
住
民
協
議
会
で
は
、「飯
詰
秋
ま

つ
り
2
0
0
0」
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
0月
2
1日
田
・2
2日
回
 9
時

、
1
7時
 

(2
日
目
は
1
6時
ま
で
）
 

◇
主
会
場
 

コ
ミ
セ
ン
飯
詰
（市
役
所
飯
詰
支
所
）
 

◇
催
し
物
 

①
農
林
産
物
販
売
 
 

②
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

③
中
村
障
山
書
道
展
（
飯
詰
出
身
、
東

京
で
活
躍
、
帝
展
特
選
書
家
）
 

④
飯
詰
特
産
ま
つ
た
け
ご
飯
限
定
販
売
 

1
パ
ッ
ク
4
0
0
円
 

⑤
2
2日
回
 
歩
け
歩
け
大
会
 

飯
詰
支
所
と
不
動
公
園
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
間
往
復
約
1
0キ
ロ
を
歩
く
。
完

歩
者
に
賞
品
と
松
茸
ご
飯
引
換
券
を

差
し
上
げ
ま
す
。
9
時
3
0分
コ
ミ
セ

ン
飯
詰
前
出
発
。
雨
天
中
止
。
 

●

1
0月
9
日
の
 
1
0時

、
1
6時

五
所
川
原
中
三
 
5
階
催
事
場

◇
鑑
定
 
松
井
和
雄
先
生
 

、
ン
ャカ
シ
メ
）ン
 

塊
状
の
根
か
ら
多
数
の
キ
ノ
コ
が
発
生
し
、
 

セ
ン
ボ
、
イ
ンメ
ジ
の
別
名
が
あ
る
。
 

1
0月
は
 

「
土
地
月
間
」
で
す
 

◇
開
催
場
所
 

青
森
市

一
青
森
市
役
所
1
階
 

市
民
サ
ロ
ン
 

弘
前
市
】
弘
前
市
立
観
光
館
 

多
目
的
ホ
ー
ル
 

◇
相
談
員
 
囲
青
森
県
不
動
産
鑑
定
協
 

会
の
不
動
産
鑑
定
士
等
 

◇
後
援
 
国
土
庁
、
青
森
県
 

看
護
力
再
開
発
講
習
会
 

青
森
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
 

公
0
1
7
(
m
)
4
5
8
0
 

●

1
1月
6
日
囲
、
1
0日
国
 

9
時

、
1
6時
 

●
講
義

】
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
3
階
 

（青
森
市
）
 

2
日
間
 

●

実
習

】
国
立
弘
前
病
院

・
老
人保
健

施
設
 

3
日
間

◇
対
象
者
 
保
健
婦
（士
）

・
助
産
婦
・
 

青
森
市
中
央
3
12
0ー
3
0
 

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
3
階
 

F
A
x
o
l
7
7
3
5

3
8
3
6
 

文
化
講
習
会
 

教
育
委
員
会
生
涯学
習
課
 内
線
5
5
5
 

●

1
0月
2
7日
国
 

開
場
1
8時
 
開
演
1
8時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
大
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 

「豊
か
さ
の
な
か
で
日
本
人
が
 

見
失
っ
た
大
切
な
も
の
」
 

◇
講
師
 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
 
江
森
陽
弘
氏
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

※
当
日
は
手
話
通
訳
付
で
す
。
 

国
土
利
用
計
画
法
は
、
健
康
で
文
化
 
看
護
婦
（
士
）
・

准
看
護
婦
（士
）
の
免

的
な
生
活
環
境
の
確
保
や
国
土
の
均
衡
 
許

所
有
者
で
現
在
就
業
し
て
い
な
い

あ
る
発
展
を
目
指
し
、
土
地
売
買
取
引
 
方
。
 

に
お
け
る
届
出
制
度
（
当
市
で
は
、
都
 
◇

内
容
 
最
近
の
医
療
と
看
護
に
つ
い

市
計
画
区
域
内
で
、
5
0
0
0
 
2
m
以
上
）
 

て
の
講
義
と
実
習
 

等
を
定
め
、
適
正
な
土
地
利
用
を
図
る
 
◇
参

加
料
 
無
料
 

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
申
し
込
み
方
法
 
は
が
き
か
フ
ァ
ッ
 

「土
地
月
間
」
の
一
環
と
し
て
、
左
 
ク

ス
で
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

記
の
と
お
り
細
青
森
県
不
動
産
鑑
定
協
 
（
フ

リ
ガ
ナ
）
・
年
齢
・
性
別
・
免
許

会
に
よ
る
「
土
地
評
価
に
関
す
る
無
料
 
資
格

・
電
話
番号
・
白
衣
サ
イ
ズ
を
 

相
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
 

記
入
の
上
お
申
込
く
だ
さ
い
。
 

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◇
締
切
 
1
0月
2
0日
国
ま
で
 

●

1
0月
4
日
困
 
1
3時

、
1
6時
 

◇
あ
て
先
 
〒
0
3
0
1
0
82
2
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.  
料理紹介 

◆ 

あなたも 
作ってみませんか 

材 料（4人分） 

	

ーさんま 	大 2 匹 

A 翌ソ由 	蒸l1 

	

生妻汁 	大さじ 1 

オクラ 

	

しめじ 	1/2 パック 

えのきだけ 1/2 パック 

アルミ箱 30cmに切ったもの 4 枚 

」
し
『
し
 

さ
さ

々
枚
本
 

大
大
少

4
2
 

みそ 
酒 
唐辛子 
青しそ 
あさつき 

B
 

テーマ、熱熱マ 

男性も作れる
簡単手料理 

五所川原市食生活改善推進員会 

健 康 相 談 
各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容・・・心の相談、病気の相談、血圧測定など保 

健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの…健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

森の家 10月11日困 10 : 00--- 12 】 00 
藻川コミュニテイ消防センター 10月ii日困 11: 00-42 : 30 
コミュニテイセンター敷島 10月13日岡 13 : 00-15 : 00 
富士見コミュニテイセンター 10月13日金 10 : 00-12 】 00 

お子さんに関する相談は、 

コミュニテイセンター栄 10月13日金 
10 : 00-12 : 00 
成人の相談は、 

12 : 00-14 】 00 

成人の相談日 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

働く婦人の家保健センター 10月11日困 
10 : 00-12 : 00 
13 : 00--is : 00 

献血のご案内 

期 日 時間 場 	 所 

10月13日 10:00- NC アパレル株式会社 藻川工場前 

金 11:00 協賛】五所川原市赤十字奉仕団 三好分団 

10月13日 12:30- 東北電力株式会社 
金 15:30 五所川原営業所前 

さんまの蒸し焼き I 

作り方 

①さんまは三枚におろして 2 等分しAに10分つける。 

②ォクラは斜めニつに、きのこは一口大に切りそろえる。 

③アルミ箔に青しそを敷き、②を並べ、その上にさんま 

をのせてB をぬり、包む。 

④蒸し器で15分蒸す。 

⑤器にアルミ箔ごとのせ、開いたあつあつに小口切りの 

あさつきを散らす。 

みんなの健康教室 
時…10月27日岡 13 】00-14 】 00 
所…保健センタ1 3階ホール 

ー マ・・・『緑内障』 

師・・・百田幸滋先生（白生会胃腸病院眼科） 

催・・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

マタニティ教室 
妊婦さんはもちろん、お父さん、ご家族の方、興味

のある方どなたでも大歓迎。安産を願っているあなた。 

妊娠中から育児について一緒に学んでみませんか。 

◆日 	時・・・10月13日圃 18 : 30-20 : 00 
◆場 所…働く婦人の家・保健センター 

◆内 容・・・簡単にできるおふろの入れ方

◆講 師・・・福士助産所 所長 福士レイ子氏 

◆料 金・・・無料 	 ◆定 員・・・30名 

◆申込締切・・・10月 6 日岡 ◆申込方法・・・電話受付 

◆共 催・・・五所川原市民保健協議会 

、に良い旬の青背魚をもっと食卓に） 

生萎と唐辛子がピリッときいた簡単で 

× おいしいお薦めの一品です。ノ 

	ラ 

癒医編番医 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

10月 1日 日
  

図済生堂 
増田病院 

五所川原市字
新町41 34-2727 

10月 8 日 日
  

図正幸会 
対馬内科小児科医院 

五所川原市字
田町4う 

34-3431 

10月 9 日 日
  

図守生会 
中村整形外科医院 

五所川原市字
一ッ谷160 34-3315 

10月15日 日
  

桂整形外科医院 
五所川原市字
弥生町16-i 34 -3737 

※ 1．対応時間（電話で確認）午前 9 時から午後 5 時まで。 

2．その他、消防署（救急医院案内 n34-4999) で紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 

日
場
テ
講
主
 

◆

◆
◆
◆

◆
 

五所川原市役所 公35一 2111 平成12年10月 1日 10 


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008
	009
	010

